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通
し
て
住
民
一
人
ひ
と
り
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
し
な
が
ら
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

を
開
催
し
、
身
近
に
地
球
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
よ
う

に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
で
は
、
水
洗
化
人
口
の
増
加
に
よ
る
流
入
水
量
の
増
大

に
伴
う
処
理
能
力
を
確
保
す
る
た
め
、
処
理
施
設
の
増
設
工
事
を
平
成

21
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
合
併
浄
化
槽
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
設
置
管
理
型
を
実
施
し
、
生

活
排
水
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
交
通
の
確
保
】

○
道
路
交
通
網
の
整
備
で
は
、
新
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
向
け
て
、
早
期

整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
道
２
８

７
号
黒
滝
橋
前
後
の
狭
隘
区
間
の
解
消
な
ど
を
県
に
要
望
し
ま
す
。

○
町
道
に
つ
い
て
は
、
赤
坂
深
山
線
の
工
事
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
荒
砥
駅
本
宿
線
、
浅
立
沼
田
岩
崎
線
の
改
良
整
備
と
田
尻
笠

松
線
の
歩
道
整
備
及
び
荒
砥
浅
立
線
の
舗
装
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
県
事
業
負
担
金
に
よ
る
小
四
王
橋
の
架
け
替
え
を
推
進
し
ま
す
。

○
冬
期
間
の
除
雪
対
策
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
歩
道
除
雪
機
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

【
公
共
交
通
体
系
】

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住
民
混
乗
型
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
地

域
交
通
の
重
要
な
足
と
し
て
運
行
し
ま
す
。
特
に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
に
つ
い
て
は
、
川
西
・
川
東
に
分
け
て
い
た
エ
リ
ア
を
ひ
と
つ
に
ま

と
め
、
町
内
な
ら
ど
こ
ま
で
で
も
利
用
で
き
る
仕
組
み
に
し
ま
す
。
ま

た
、
運
行
便
数
の
増
加
や
予
約
方
法
を
改
善
す
る
な
ど
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
公
共
交
通
の
幹
線
と
し
て
、
利
用
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
、
そ
し
て
経
営
改
善
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
】

○
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
国
、
県
な
ど
と
の
相
互
応
援
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

○
消
防
関
係
で
は
、
火
災
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
ま

た
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
消
防
団
の
組
織
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま

主
な
事
業
の
概
要

●
総
務
費　
　
　

８
億
２
４
２
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

５
万
２
０
３
２
円

　

前
年
度
比
▲
４
・
４
％
）

デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業　
　

１
５
２
６
万
円

総
合
計
画
策
定
事
業　
　
　
　
　
　

４
１
２
万
円

集
落
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
２
万
円

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
対
策
事
業　

４
７
万
円

地
方
税
電
子
化
事
業　
　
　
　
　

１
０
５
９
万
円

参
議
院
議
員
通
常
選
挙　
　
　
　

１
３
８
８
万
円

国
勢
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
４
万
円

●
民
生
費　
　
　

17
億
９
７
１
２
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

11
万
３
４
４
７
円

　

前
年
度
比
12
・
１
％
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

７
６
０
０
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
、
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
１
９
８
４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
費　
　
　
　

２
億
１
８
６
５
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

２
億
１
４
１
３
万
円

福
祉
医
療
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
３
３
万
円

し
ら
た
か
元
気
っ
子
事
業　
　
　
　

１
６
３
１
万
円

子
ど
も
手
当
支
給
事
業　
　
　

２
億
５
０
３
８
万
円

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業　
　
　
　

６
７
７
万
円

保
育
園
費　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
７
３
６
７
万
円

●
衛
生
費　
　
　

５
億
１
２
４
９
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

３
万
２
３
５
２
円

　

前
年
度
比
21
・
５
％
）

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
検
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
２
７
万
円

ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
３
３
０
万
円

浄
化
槽
設
置
推
進
事
業
（
町
設
置
型
）　

９
７
７
万
円

清
掃
事
業
所
分
担
金　
　
　
　
　

１
億
３
５
５
万
円

病
院
事
業
会
計
繰
出
金　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
円

水
道
事
業
会
計
繰
出
金　
　
　
　
　

１
６
３
３
万
円

平成22年度　施政方針・予算

た
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
、
有
蓋
貯
水
槽
、

消
火
栓
の
設
置
な
ど
消
防
施
設
の
整
備
を
行
い
、
機
動
力
の
強
化
・
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
に
占
め
る
お
年
寄
り
の
割
合
が

高
く
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
交
通
安
全
対
策

協
議
会
を
中
心
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
教
室
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
な
ど
事
故
防
止
に
向
け
た
事
業
を
よ

り
一
層
展
開
し
ま
す
。

○
防
犯
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
安
全
は
地
域
が
守
る
」
と
い
う
意
識
の

な
か
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
防
犯
協
会
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
活
動
の
軸
と
し
な
が
ら
、
町
民
と
行
政
と
が
連
携
し
て
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

２
．
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

【
農
業
の
振
興
】

○
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
軸
に
遊
休
農
地
の
解
消
、
耕
畜
連
携

の
推
進
、
担
い
手
や
集
落
営
農
等
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
共
に
、
食
育
の
面
か
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
の
生
産
や
地

産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

○
農
業
基
盤
の
充
実
、
農
業
用
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
継
続

事
業
に
加
え
、
新
た
に
基
盤
整
備
事
業
・
老
朽
た
め
池
整
備
事
業
・
農

村
災
害
対
策
整
備
事
業
の
調
査
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
畜
産
関
連
で
は
、
生
産
物
の
価
格
低
迷
や
、
飼
料
高
騰
な
ど
が
続
く

中
で
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
県
事
業
を
活
用
し
た
乳
牛
や
機
械
導

入
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
規
模
拡
大
、
生
産
コ
ス
ト
の
軽
減
等
を
支

援
し
ま
す
。

○
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
に
よ
る
里
山
林
の
再
生
整
備
や
松
く
い
虫

・
ナ
ラ
枯
れ
防
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
工
業
の
振
興
】

○
受
注
拡
大
推
進
事
業
や
中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業
を
継
続
し
受

注
拡
大
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も
に
、
技
能
検
定
合
格
を
目
指
す
技
術

者
の
支
援
や
現
場
力
の
向
上
を
目
指
す
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。

○
雇
用
の
場
の
創
出
や
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、
企
業
誘
致
活
動
を
推


